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医療新時代に向けた基幹病院の動向医療と教育

熊
本
赤
十
字
病
院
（
熊
本
市
長
嶺
南
２
丁
目
）

は
、
敷
地
内
に
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

新
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
入
る
新
棟
を
建

設
し
て
い
る
。
10
月
に
着
工
し
、
２
０
１
２
年

４
月
に
運
用
を
開
始
す
る
予
定
。

小
児
科
病
棟
に
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
小
児
集
中
治
療

室
）
を
新
設
す
る
た
め
建
築
し
て
い
る
も
の
。

ま
た
、
狭
隘
（
き
ょ
う
あ
い
）
化
し
て
い
る
現

在
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
も
新
棟
に
移
す
。
新

棟
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
北
側
の
現
駐
車
場

用
地
に
建
設
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

地
上
６
階
地
下
１
階
建
て
、
延
べ
床
面
積
は
約

１
万
３
０
０
０
㎡
。
１
階 

は
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
、
２
〜
３
階
は
小
児
科
病
棟
、
４
〜
５
階

は
約
５
０
０
人
収
容
の
講
堂
と
研
修
室
な
ど
の

研
修
施
設
、
６
階
は
機
械
室
な
ど
が
入
る
。
小

児
科
病
棟
は
現
在
と
同
じ
46
床
で
、
う
ち
６
床

が
新
設
の
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
。
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
開
設
に
伴

い
看
護
師
を
増
員
す
る
見
通
し
。

ま
た
、
新
棟
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
移

転
後
、
現
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
跡
を
小
児

科
外
来
と
し
て
改
修
す
る
。
改
修
面
積
は
約

９
５
０
㎡
。
こ
れ
ら
の
建
築
主
体
工
事
お
よ
び

電
気
・
機
械
設
備
工
事
の
総
費
用
は
お
よ
そ

36
億
４
１
０
０
万
円
。

同
病
院
で
は
「
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
開
設
は
県
内
初
。

こ
れ
ま
で
は
一
般
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
救
命
活
動
を

行
っ
て
き
た
が
、
子
ど
も
特
有
の
症
状
に
対
応

で
き
る
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
開
設
で
よ
り
救
命
率
を
上

げ
ら
れ
る
と
期
待
し
て
い
る
」
と
話
し
て
い
る
。

地
上
６
階
地
下
１
階
建
て
新
病
棟
建
設
中

県
内
初
の
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
を
新
設

熊
本
赤
十
字
病
院

熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
熊
本
市
本
荘

１
丁
目
）
が
総
工
費
約
71
億
円
を
か
け
、
07
年

か
ら
同
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
北
地
区
の
臨
床

講
義
棟
跡
地
に
建
設
し
て
い
た
「
東
病
棟
」
の

工
事
が
完
了
、
利
用
を
開
始
し
て
い
る
。

東
病
棟
の
完
成
は
、
02
年
に
完
成
し
た
西
病

棟
と
06
年
に
完
成
し
た
中
央
診
療
棟
に
続
く
同

病
院
の
再
開
発
の
一
環
と
な
る
。
規
模
は
鉄
骨

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
地
上
12
階
地
下
１
階

フ
ル
オ
ー
プ
ン
は
12
年
３
月

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
は
従
来
の
約
20
倍
に
拡
張

国
立
病
院
機
構 

熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー

３
２
０
列
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ｔ
を
県
内
初
導
入

11
月
に
３
０
０
０
症
例
に
到
達

済
生
会
熊
本
病
院

国
立
病
院
機
構
熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー
（
熊
本

市
二
の
丸
）
は
、
７
階
建
て
の
新
病
院
の
工
事

を
完
了
し
た
。
旧
病
院
の
取
り
壊
し
と
駐
車
場

整
備
を
含
む
フ
ル
オ
ー
プ
ン
は
１
２
年
３
月
末

を
予
定
し
て
い
る
。

新
病
院
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
一
部

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
造
り
７
階
建
て
、
建
築

面
積
は
約
９
５
０
０
㎡
、
延
べ
床
面
積
は
約

４
万
２
０
０
０
㎡
で
、
従
来
の
約
２
倍
に
拡
張

し
た
。
建
物
の
高
さ
は
35
・
６
ｍ
。
熊
本
城
の

天
守
閣
の
石
垣
よ
り
高
く
な
っ
て
は
い
け
な
い

た
め
敷
地
内
の
最
も
低
い
場
所
に
建
設
し
た
。

１
階
は
歩
行
者
用
の
玄
関
、
外
来
部
門
の
あ
る

４
階
を
主
玄
関
と
し
て
い
る
。

フ
ロ
ア
構
成
は
１
階
が
放
射
線
治
療
室
、
調

理
室
、
機
械

室
、
２
階
が
調

剤
室
、
中
央
材

料
室
、
地
域

医
療
研
修
セ
ン

タ
ー
。
同
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ル

は
３
２
０
人
収

容
で
き
る
。
３

階
は
医
局
と
管

理
部
門
、
臨
床

研
究
部
、
検
査

室
。
４
階
は
外

来
部
門
で
、
各
診
療
科
の
外
来
診
察
室
の
ほ
か
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
外
来
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど

の
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
や
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
も

設
け
た
。
５
階
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
手
術
セ

ン
タ
ー
、透
析
セ
ン
タ
ー
、病
棟
。
６
、７
階
も
病
棟
。

病
床
数
は
現
在
と
同
じ
５
５
０
床
だ
が
個
室

が
１
５
１
室
、
う
ち
有
料
個
室
を
18
室
か
ら

１
０
７
室
に
増
や
し
た
。
ま
た
、
医
療
機
器
も

充
実
さ
せ
１
２
８
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
を

導
入
し
２
台
か
ら
３
台
に
増
や
し
た
ほ
か
、
放

射
線
治
療
機
器
「
リ
ニ
ア
ッ
ク
」「
ラ
ル
ス
ト

ロ
ン
」
を
最
新
の
も
の
に
更
新
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
「
新
病
院
の
完
成
で
救
急

救
命
セ
ン
タ
ー
を
含
め
た
診
療
機
能
を
さ
ら
に

拡
充
で
き
る
。
ま
た
Ｃ
Ｃ
Ｕ
（
循
環
器
集
中
治

済
生
会
熊
本
病
院
（
熊
本
市
近
見
５
丁
目
）
は

こ
の
ほ
ど
、
３
２
０
列
Ａ
Ｄ
（
エ
リ
ア
デ
ィ
テ
ク

タ
）
Ｃ
Ｔ
を
県
内
で
初
め
て
導
入
し
た
。

11
月
８
日
に
は
３
０
０
０
症
例
に
達
し
た
。

３
２
０
列
Ｃ
Ｔ
で
１
日
平
均
20
件
の
撮
影
を
行
っ

て
い
る
。
Ｃ
Ｔ
が
１
台
増
え
た
こ
と
か
ら
、
Ｃ

Ｔ
全
体
の
検
査
件
数
が
昨
年
と
比
較
し
て
お
よ
そ

４
０
０
件
増
え
て
お
り
、
導
入
前
は
20
日
以
上
の

待
ち
日
数
（
造
影
検
査
の
場
合
）
も
あ
っ
た
患
者

の
待
ち
時
間
が
、
ほ
ぼ
無
く
な
り
、
長
く
て
も
２

〜
３
日
内
に
は
撮
影
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
と
い

う
。
ま
た
、
他
医
療
機
関
か
ら
の
３
２
０
列
Ｃ
Ｔ

撮
影
目
的
の
依
頼
件
数
は
、
全
体
の
お
よ
そ
17
％

で
、
県
外
か
ら
は
宮
崎
県
の
医
療
機
関
か
ら
の
依

頼
が
多
く
、
福
岡
県
や
鹿
児
島
県
か
ら
の
依
頼
も

あ
る
と
い
う
。

同
院
の
手
術
症
例
数
を
九
州
内
で
見
て
み
る

と
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
も
の
が
あ
り
、
低
侵
襲

の
鏡
視
下
手
術
に
お
い
て
は
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
ま
た
、
腹
腔
鏡
下
前
立
腺
摘
出
術
は
、
同
院

を
含
め
九
州
で
は
３
施
設
の
み
保
険
診
療
を
認
め

ら
れ
た
高
度
な
技
術
だ
と
い
う
。

同
院
で
は
「
ガ
ン
マ
ナ
イ
フ
、
ト
モ
セ
ラ

ピ
ー
、
３
２
０
列
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
熊
本
県
内
で
１

台
の
医
療
機
器
を
備
え
て
い
る
。
熊
本
地
域
に

お
け
る
医
療

の
質
向
上
を

目
指
し
、
地

域
全
体
で
共

存
す
る
機
器

と
し
て
利
用

し
て
い
た
だ

き
、
地
域
医

療
の
発
展

に
寄
与
し
た

い
」
と
話
し

て
い
る
。

建
て
、
延
べ
床
面
積
は
約
２
万
㎡
。
免
震
装
置

を
備
え
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
を
強

化
し
た
。

東
病
棟
の
完
成
に
合
わ
せ
、
既
設
の
西
病
棟

診
療
科
病
床
の
配
置
を
見
直
し
、
西
・
東
病
棟

の
関
連
診
療
科
が
連
携
し
た
「
フ
ロ
ア
ー
セ
ン

タ
ー
化
」
を
図
っ
た
。
東
病
棟
を
西
病
棟
と
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
で
接
続
。
関
連
の
深
い
部

門
を
同
じ
階
に
配
置
す
る
こ
と
で
水
平
方
向
の

連
絡
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
内
科
・
外
科
な
ど

の
診
療
科
の
垣
根
を
越
え
た
疾
患
別
の
横
断
的

な
診
療
体
制
が
整
っ
た
。

フ
ロ
ア
構
成
は
地
下
１
階
が
ベ
ッ
ド
管
理
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
１
階
が
薬
剤
部
と
管
理
サ
ー
ビ

ス
部
門
、
２
階
が
整
形
外
科
、
３
階
が
消
化
器

内
科
、
４
階
は
消
化
器
外
科
、
５
階
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ

（
冠
状
動
脈
疾
患
管
理
室
）、６
階
は
Ｈ
Ｃ
Ｕ
（
準

集
中
治
療
室
）
と
心
臓
血
管
外
科
、
７
階
は
婦

人
科
と
乳
腺
内
分
泌
外
科
。
８
階
は
小
児
外
科
・

移
植
外
科
と
小
児
科
・
発
達
小
児
科
、
共
通
（
放

射
線
治
療
科
）、
緩
和
ケ
ア
病
床
。
９
階
は
眼

科
と
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
、
10
階
は
歯
科
口
腔
外

科
と
泌
尿
器
科
、
11
階
は
呼
吸
器
内
科
と
呼
吸

器
外
科
、
12
階
は
院
内
学
級
と
多
目
的
ホ
ー
ル
、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
。
病
床

数
は
４
３
３
床
。
そ
の
う
ち
個
室
を
84
室
に
増

や
し
た
。

同
病
院
で
は
「
新
病
棟
の
完
成
と
共
に
さ
ら
に

地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

療
室
）
や
熱
傷
対
応
の
ベ
ッ
ド
も
整
備
し
、
地

域
の
急
性
期
中
核
病
院
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、
地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
機
能
も
充
実
さ
せ
、
教
育
や
研
修
に
さ
ら

に
力
を
入
れ
る
」
と
話
し
て
い
る
。

県
内
の
基
幹
病
院
で
新
病
棟
の
建
設
が
相
次

い
で
い
る
。
新
た
に
小
児
集
中
治
療
室
や
循
環
器

集
中
治
療
室
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
医
療
体
制
の
整

備
が
進
む
。
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
充
実

を
図
る
県
内
基
幹
病
院
の
動
き
を
取
材
し
た
。

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
充
実
を
図
る
基
幹
病
院

新
病
棟
完
成
や
最
新
機
器
導
入
も

▲熊本市二の丸の国立病院機構熊本医療センター

▲県内初導入となる320列 ADCT

地
上
12
階
地
下
１
階
建
て
東
病
棟
が
完
成

免
震
装
置
備
え
、災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
を
強
化

熊
本
大
学
医
学
部
附
属
病
院

▲熊本市本荘1丁目の熊本大学医学部付属病院

「
家
族
の
絆
」

　

自
他
共
に
認
め
る
テ
レ
ビ
好
き
の
私

は
、
毎
期
の
ド
ラ
マ
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
今
期
の
ど
の
ド
ラ
マ
も
、
終
盤

に
差
し
掛
か
り
、
様
々
な
展
開
が
繰
り

広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ド

ラ
マ
の
中
で
も
、
私
自
身
、
テ
レ
ビ
の

前
で
「
わ
か
る
！
」「
頑
張
れ
！
」
な
ん

て
共
感
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
る
ド
ラ

マ
が
あ
り
ま
す
。

『
フ
リ
ー
タ
ー
家
を
買
う
』。

　

有
川
浩
の
同
名
書
籍
を
ド
ラ
マ
化
し

た
作
品
で
す
。
親
と
子
ど
も
の
在
り
方
、

家
族
の
在
り
方
、
仕
事
へ
の
取
り
組
み

方
・
・
・
・
。
多
く
の
共
感
と
共
に
、

ハ
ッ
と
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
も
多
々
あ
り

ま
す
。
な
ん
と
も
歯
が
ゆ
い
け
れ
ど
、

そ
れ
で
も
確
か
に
そ
こ
に
存
在
す
る『
絆
』

を
、
感
じ
る
事
が
で
き
る
物
語
で
す
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
就
職
先
を
三
カ
月
で

辞
め
た
息
子
へ
、
頭
ご
な
し
に
否
定
的

な
言
葉
ば
か
り
を
ぶ
つ
け
、
献
身
的
に

家
庭
を
支
え
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る

妻
へ
、
責
め
る
言
葉
ば
か
り
を
投
げ
付

け
て
し
ま
う
父
。

　

人
間
関
係
に
行
き
詰
れ
ば
、
す
ぐ
に

バ
イ
ト
を
辞
め
て
し
ま
う
息
子
と
の
溝

は
深
ま
る
一
方
と
い
う
よ
う
な
流
れ
で
す
。

　
「
素
直
に
な
っ
て
、
自
分
の
気
持
ち
を

言
え
ば
い
い
の
に
」「
今
は
じ
っ
く
り
聞

い
て
あ
げ
た
ら
、
ど
ん
な
に
救
わ
れ
る

だ
ろ
う
」。
親
業
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
、
突
っ
込
み
な
が
ら
見
る
と
き
も

あ
り
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
で
き

な
い
の
が
現
実
。

　

私
も
人
に
は
、
偉
そ
う
に
言
っ
て
は
い

て
も
、
子
ど
も
た
ち
と
は
、
何
か
と
お
互

い
反
発
し
た
り
言
い
争
っ
た
り
も
多
々
あ

り
ま
す
。

　

物
語
で
す
が
、
進
む
に
つ
れ
、
そ
ん
な

父
子
の
関
係
に
変
化
が
起
き
ま
す
。
な
か

な
か
就
職
先
が
決
ま
ら
な
い
息
子
が
、
初

め
て
素
直
に
「
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
欲
し

い
」
と
父
を
頼
っ
た
時
、
父
は
文
句
を
言

い
な
が
ら
も
真
剣
に
息
子
の
疑
問
に
答
え
、

一
次
審
査
通
過
の
手
紙
が
届
い
た
時
、
息

子
に
見
え
な
い
よ
う
に
小
さ
く
ガ
ッ
ツ
ポ

ー
ズ
を
し
ま
し
た
。

　

一
時
は
、
口
汚
く
互
い
を
罵
り
あ
っ
て
い

た
二
人
が
、
少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
、『
親
子
』

と
し
て
の
関
係
を
取
り
戻
し
て
い
く
。

　

時
に
は
、
互
い
の
想
い
を
理
解
で
き
ず

に
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
否
定
し
合
い
、
す
れ

違
う
。
そ
れ
で
も
、
共
に
困
難
を
乗
り
越

え
る
力
を
持
つ
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
も
大
事

に
し
た
い
の
が
家
族
で
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い

と
分
か
っ
て
い
る
の
に
、
近
い
か
ら
故
か
不

器
用
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

年
末
年
始
、
家
族
と
の
関
わ
り
を
持
つ

時
間
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
腹
を
割

っ
て
会
話
を
し
、
相
手
の
話
を
真
剣
に
聞
く
。

ぜ
ひ
、
こ
ん
な
時
間
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
『
絆
』
は
、
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、

確
か
に
あ
る
「
絆
」、
ち
ょ
っ
と
楽
し
め
ら

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

096-342-9733

と　

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

　
「
一
人
の
人
間
を
生
み
、養
い
、社
会
の
中
で
自
立
し
た
一
人
に
な
る
ま
で
育
て
る
」

こ
れ
が
親
の
役
割
で
す
。親
は
子
ど
も
の
成
長
に
大
き
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。そ
の

た
め
に
必
要
な
も
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
す
。こ
こ
で
は
親
と
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

親

子

（
41
回
）

（
41
回
）

（
筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）　

親
業
訓
練
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
。大
学
卒
業
後
、ニ
チ
イ
学
館
、

近
代
経
営
研
究
所
な
ど
の
勤
務
を
経
て
、平

成
10
年
10
月
人
財
育
成
サ
ポ
ー
ト
を
設
立
。

22
年
２
月
に
法
人
化
。親
業
の
勉
強
会
・
講

座
を
随
時
開
講
。熊
本
県
民
カ
レ
ッ
ジ
主
催

講
座
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
子
育
て
応
援
講
座

な
ど
の
講
師
も
勤
め
て
い
る
。県
内
各
地
で

の
講
演
も
多
数
。美
里
町
教
育
委
員
。子
ど

も
は
３
人
。著
書
と
し
て
、「
愛
の
小
箱
」（
夫

の
闘
病
と
家
族
模
様
）が
あ
る
。


